
の
先
輩
や
同
僚
が
何
人
も
戦
死
・
戦
傷
し
て
い
ま
し
た
。
私
が

若
し
中
隊
と
行
動
し
て
い
た
ら
恐
ら
く
、
戦
死
・
傷
の
仲
間
入

り
を
し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
軍
隊
と
は
、

部
隊
配
属
も
、
佐
倉
の
営
庭
で
他
の
列
に
並
ん
で
い
た
ら
？
。

初
陣
の
作
戦
で
？
。
湘
桂
作
戦
で
？
。
退
避
壕
の
空
襲
で
？
更

に
、
多
数
の
戦
友
と
共
に
第
三
中
隊
第
一
小
隊
に
所
属
し
た

ら
？
。「
軍
隊
は
運
隊
だ
」
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
数
奇
な
運

命
に
よ
っ
て
生
死
が
別
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
、
と
今
で
も
つ
く

づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
、
漸
く
に
し
て
鹿
児
島
に
上
陸
復
員
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
鹿
児
島
は
戦
災
の
た
め
焼
け
た
だ
れ
て

い
ま
し
た
。
以
来
、
も
う
四
十
余
年
、
私
は
戦
後
、
何
か
一
つ

心
の
さ
さ
え
と
し
て
書
道
を
学
び
、
書
道
を
通
じ
て
人
間
性
の

開
発
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。
軍
人
の
時
は
軍
人
精
神
に
徹
す
る

よ
う
教
育
を
受
け
、
今
そ
の
時
培
わ
れ
た
根
性
を
以
て
、
勤
務

の
か
た
わ
ら
三
十
余
年
間
、
書
道
に
か
じ
り
つ
い
て
い
ま
す
。

書
に
よ
り
修
業
、

人
柄
の
錬
磨
等
師
を
通
じ
精
進
し
て
い
ま
す
。

私
は
私
な
り
に
、
自
分
の
希
望
を
と
げ
自
己
満
足
し
て
い
ま

す
が
、
戦
場
で
我
々
に
代
っ
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
友
の
御
遺

族
の
こ
と
を
思
い
、
毎
年
の
慰
霊
祭
に
欠
か
さ
ず
参
列
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
平
和
な
今
日
あ
る
の
は
、
亡
き
戦

友
の
お
陰
だ
と
痛
切
に
感
じ
、
生
あ
る
限
り
永
久
に
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

通
信
兵
の
想
い
出
　 

―
湘
桂
に
戦
う
―

神
奈
川
県
　
浅
井
洋
雄
　 

思
え
ば
昭
和
十
七
年
九
月
、
新
潟
県
村
松
東
部
第
六
十
八
部

隊
に
召
集
、
麦
飯
で
激
し
い
訓
練
を
受
け
、
キ
ャ
シ
ャ
な
身
体

も
結
構
体
力
を
付
け
ら
れ
た
。
十
一
月
に
は
千
葉
県
佐
倉
東
部

第
六
十
四
部
隊
に
転
属
、
十
八
年
一
月
元
旦
、
南
支
黄
埔
に
上

陸
し
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
内
地
帰
還
の
古
参
兵
の
交
代
要
員

だ
っ
た
。

独
立
歩
兵
第
六
十
六
大
隊
に
転
属
、
広
東
河
南
の
第
二
中
隊

に
配
属
さ
れ
、
二
か
月
余
の
現
地
教
育
を
受
け
た
。
後
に
、
無

線
通
信
教
育
の
た
め
通
信
隊
に
入
隊
、
こ
こ
で
は
初
歩
教
育
、



主
に
モ
ー
ル
ス
信
号
、
三
号
無
線
機
の
操
作
を
受
け
た
。
こ
れ

が
作
戦
準
備
の
教
育
だ
っ
た
の
か
、

今
度
は
軍
通
信
隊
に
入
隊
、

無
線
通
信
兵
と
し
て
の
全
般
的
な
教
育
を
受
け
、
無
事
修
業
後

帰
隊
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
年
の
何
月
だ
っ
た
か
、
■
々
大
隊

無
線
班
編
成
の
た
め
、
本
部
付
き
無
線
班
員
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。十

八
年
十
一
月
に
は
、
敵
地
に
接
す
る
江
門
に
進
出
、
十
九

年
初
夏
、
い
よ
い
よ
湘
桂
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
敵
地
に
楔
を
打

ち
込
む
た
め
三
埠
を
攻
略
し
て
、
本
格
的
作
戦
に
参
加
し
た
。

三
埠
出
発
の
と
き
は
五
号
無
線
機
だ
け
を
使
用
。
広
西
省
の

梧
州
を
占
領
し
た
。
そ
の
後
、
第
四
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
の
だ

が
、
あ
る
日
の
夜
、
私
は
疲
れ
た
た
め
か
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
た
ま
た
ま
本
部
と
の
交
信
時
間
に
自
分
が
当
番

だ
っ
た
の
か
、
誰
が
受
信
し
た
の
か
不
明
だ
が
、
こ
の
受
信
が

第
四
中
隊
の
移
動
命
令
で
あ
っ
た
。

さ
あ
大
変
だ
、
起
こ
さ
れ
て
出
発
。
そ
く
そ
く
と
歩
く
。
明

方
大
分
明
る
く
な
っ
た
時

「
ち
ょ
っ
と
こ
い
」

隊
か
ら
少
し
離
れ
た
横
道
で
、
お
と
な
し
い
藤
田
分
隊
長
に
一

発
食
わ
さ
れ
た
。
久
し
振
り
の
ビ
ン
タ
だ
。
何
も
言
わ
れ
な
か

っ
た
が
、
寝
過
ご
し
の
失
敗
だ
っ
た
。
以
後
の
大
き
な
教
訓
に

な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
三
十
日
、

湘
桂
撤
退
作
戦
の
殿
軍
と
し
て
、

広
西
省
柳
江
県
大
湾
に
部
隊
本
部
が
あ
り
、
私
は
古
巣
の
第
二

中
隊
の
あ
る
穿
山
墟
の
無
線
分
隊
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

板
塘
と
い
う
所
で
付
近
の
土
民
兵
（
広
西
省
は
広
西
モ
ン
ロ

ー
主
義
の
た
め
、
同
じ
中
国
人
で
も
、
他
省
の
者
を
極
端
に
排

撃
、
防
御
す
る
た
め
強
力
な
自
衛
組
織
を
持
っ
て
い
る
）
か
ら

奇
襲
を
受
け
、
た
ま
た
ま
地
形
不
利
の
た
め
激
戦
中
と
の
連
絡

が
あ
っ
た
。

夕
方
、
友
野
少
尉
以
下
○
○
名
が
救
援
に
出
発
、
こ
の
時
兵

員
が
少
な
い
の
で
通
信
兵
の
自
分
も
狩
り
出
さ
れ
、
銃
を
借
り

て
加
わ
っ
た
。
夜
陰
の
強
行
軍
で
あ
る
。
一
応
戦
闘
は
終
っ
て

い
た
。
少
し
づ
つ
明
る
く
な
り
、
朝
が
来
る
。

戦
死
者
が
出
て
い
た
。
誰
だ
、
吉
岡
新
三
郎
、
大
島
敏
雄
、

斎
藤
寅
吉
の
三
名
だ
。
敵
は
既
に
撃
退
し
た
が
、
早
く
帰
隊
だ
。

遺
体
を
牛
車
に
収
容
、
自
分
は
車
の
後
を
押
し
な
が
ら
歩
く
、



牛
車
の
軋
む
音
、
靴
の
音
。

中
隊
長
以
下
皆
の
心
中
は
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
た
だ

歩
く
。
何
キ
ロ
ぐ
ら
い
来
た
ろ
う
か
、
熱
く
な
っ
て
来
た
、
だ

ん
だ
ん
死
臭
が
強
く
な
っ
て
来
た
。
私
は
た
だ
車
を
押
す
。

や
っ
と
帰
隊
、
早
速
三
遺
体
の
腕
を
渋
谷
衛
生
兵
が
切
断
、

火
葬
に
付
し
、
全
員
冥
福
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
戦
死
者
が
出
発
す
る
前
夜
の

こ
と
で
あ
る
。
大
島
が
そ
っ
と
蚊
帳
を
抜
け
出
し
て
、
吉
岡
を

伴
い
、
私
に
「
一
杯
や
ら
な
い
か
」
と
誘
い
に
来
た
の
で
あ
る
。

同
年
兵
同
志
、
勿
論
承
知
だ
。
大
島
は
中
隊
長
の
当
番
だ
っ
た

関
係
か
、
う
ま
く
手
に
入
れ
た
の
だ
ろ
う
、
四
合
ぐ
ら
い
の
瓶

を
手
に
し
て
い
た
。
貴
重
な
物
だ
。「
何
処
で
や
ろ
う
、
あ
そ

こ
が
い
い
」

。
そ
こ
は
裏
門
で
あ
る
。
門
の
脇
に
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
が
置
い
て
あ
り
戸
の
な
い
土
間
で
あ
る
。
も
う
一
人
渋
谷

衛
生
兵
だ
っ
た
と
思
う
、
四
人
だ
っ
た
。

こ
の
夜
は
雲
一
つ
無
い
晴
天
に
大
き
な
月
が
実
に
煌
々
と
明

る
く
冷
た
く
光
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
静
か
な
夜
で
あ
る
。
戦

友
達
も
寝
た
ろ
う
、
四
人
は
静
か
に
飲
み
交
わ
し
始
め
た
。
手

許
は
灯
が
無
く
と
も
明
る
い
。
照
ら
し
出
さ
れ
た
顔
を
見
な
が

ら
何
を
語
り
交
わ
し
た
ろ
う
。
勿
論
、
今
は
全
然
記
憶
に
無
い

が
、
誰
が
知
ろ
う
明
日
の
こ
と
を
、
神
が
な
さ
し
め
た
死
別
の

杯
だ
っ
た
の
か
。
月
は
見
て
い
る
、
や
は
り
死
別
の
光
り
だ
っ

た
の
か
。
し
か
し
、
何
故
こ
の
四
人
が
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
に
、

吉
岡
、
大
島
は
戦
死
、
自
分
は
遺
体
の
車
を
押
し
、
渋
谷
は
二

人
の
腕
を
切
り
茶
毘
に
付
し
た
。
後
日
、
渋
谷
衛
生
兵
は
「
二

人
は
非
常
に
勇
敢
だ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
吉
岡
も
大
島
も
明
る

い
人
柄
だ
っ
た
。

二
十
年
七
月
、
桂
林
を
撤
退
し
、
大
溶
江
口
と
い
う
と
こ
ろ

だ
っ
た
か
、
四
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
山
の
上
で
幾
日
か
稜
線

に
敵
と
対
峙
し
て
い
た
。
無
線
分
隊
は
樹
の
下
で
天
幕
を
張
っ

て
い
た
。
敵
の
狙
撃
で
頭
上
の
木
の
葉
が
サ
ラ
サ
ラ
と
落
ち
て

く
る
。
炊
飯
も
煙
を
出
せ
な
い
た
め
、
三
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
山

を
下
る
。

米
も
無
い
、
飯
盒
の
蓋
に
米
粒
程
の
岩
塩
が
一
摘
み
、
四
人

が
囲
む
、
大
き
い
の
小
さ
い
の
二
粒
の
岩
塩
が
残
っ
て
い
る
。

互
い
に
顔
色
を
気
遣
っ
て
い
る
。
一
人
が
箸
を
出
し
た
、
小
さ

い
の
が
残
っ
た
そ
れ
に
三
人
の
眼
が
集
中
し
て
い
た
。
特
に
分

隊
長
の
眼
が
光
っ
た
、
彼
は
承
知
し
て
い
る
眼
を
上
げ
な
い
。



無
言
で
食
い
終
っ
た
彼
は
年
配
者
だ
っ
た
。

戦
闘
に
次
ぐ
戦
闘
、
追
尾
す
る
敵
軍
を
か
わ
し
な
が
ら
全
県

と
い
う
所
で
終
戦
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
部
隊
は
復
員
の
た
め

集
結
地
に
北
上
し
た
。

湖
南
省
を
八
月
下
旬
か
ら
幾
日
歩
い
た
か
、
敗
残
の
身
を
、

こ
れ
が
大
変
だ
っ
た
。
十
月
つ
い
に
揚
子
江
の
馬
頭
鎮
に
や
っ

と
着
い
た
。
南
支
出
発
か
ら
何
千
キ
ロ
な
の
か
、
全
員
相
当
の

疲
れ
で
あ
る
。
碌
な
物
を
食
わ
ず
、
よ
く
こ
こ
ま
で
来
た
も
の

だ
。
弱
い
者
は
途
中
で
バ
タ
バ
タ
と
死
ん
だ
。
野
戦
病
院
も
兵

站
病
院
も
た
だ
患
者
を
一
時
収
容
し
後
送
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

入
院
し
て
か
え
っ
て
伝
染
病
で
死
ん
だ
者
も
無
数
で
あ
っ
た
。

白
耶
土
湾
敵
前
上
陸
と
広
東
攻
略
　 

福
島
県
　
草
野
亀
寿
　 

歳
月
は
流
れ
、
早
く
も
五
十
有
余
年
前
、
昭
和
十
三
年
九
月

半
ば
、
予
め
覚
悟
は
で
き
て
い
た
も
の
の
、
私
に
も
赤
紙
が
役

場
の
吏
員
か
ら
手
渡
さ
れ
、
さ
て
行
か
な
く
ち
ゃ
と
身
震
い
を

感
じ
た
。

妻
と
何
か
ら
先
に
話
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
話
し
も
そ
こ

そ
こ
に
家
族
の
も
の
に
留
守
を
頼
み
、
三
日
目
に
勇
躍
征
途
に

つ
い
た
。
時
に
二
十
三
歳
。

会
津
若
松
二
十
九
連
隊
に
入
隊
、
隊
の
編
成
は
、
福
島
県
下

各
地
か
ら
召
集
さ
れ
た
未
教
育
の
第
一
補
充
兵
の
人
た
ち
、
こ

れ
に
班
長
が
歩
兵
上
等
兵
、
分
隊
長
は
伍
長
、
隊
長
は
一
年
志

願
の
少
尉
な
ど
全
員
三
百
有
余
人
か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
七
日
、
い
よ
い
よ
屯
営
出
発
。
沿
線
各
駅
の
歓
呼

の
声
に
送
ら
れ
、
日
の
丸
の
旗
に
包
ま
れ
、
勝
っ
て
来
る
ぞ
と

い
う
歌
声
は
絶
え
間
な
く
響
き
、
一
路
大
阪
港
へ
と
汽
車
は
進

ん
だ
。

二
十
九
日
、
大
阪
港
よ
り
船
名
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
一
万
ト

ン
級
と
い
わ
れ
る
貨
物
船
に
乗
り
込
み
、
夕
方
の
波
静
か
な
瀬

戸
内
海
へ
悠
々
と
出
帆
し
ま
し
た
。
ど
こ
へ
行
く
の
や
ら
絶
対

秘
密
。
し
か
し
、
服
装
は
軽
く
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
う
と

い
う
時
期
に
夏
衣
袴
防
暑
帽
に
地
下
足
袋
携
行
。
船
内
で
は
多

分
、
南
支
広
東
攻
略
で
は
な
い
か
と
の
■
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。




